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「地域支え合い活動」
ご活用下さい

　「ちょっとした日常生活上の困り
ごと」に協力する活動を行ってい
ます。現在の登録会員は、利用会
員146名、協力会員122名です。
　これからも随時会員の募集をし
ていますので、伊達中央交流館へ
お問合せ下さい。

　　　　電話　551-1285

　《活動内容》
　　・ゴミ出し　１回
　　・片 付 け （15分）
　　・庭手入れ （15分）
　　・雪 か き （15分）
　　・灯 油 入　１回
　　・電球交換　１回

　

小
学
１
～
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
12
月
24
日
（
土
）
に
「
門
松
づ
く
り
」、

１
月
14
日
（
土
）
に
「
だ
ん
ご
さ
し
」
の
体

験
、
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
福
島
県
森
の
案
内
人
の
蓮
沼
昇

さ
ん
、
安
斎
正
博
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。

（「
門
松
」
に
は
他
に
３
名
の
指
導
者
）

　
「
門
松
」
は
、
新
年
に
歳
神
様
が
訪
れ
る

た
め
の
目
印
と
言
わ
れ
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
切
り
口
が
笑
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
竹
の
周
り
に
、
松
竹

梅
や
南
天
を
飾
り
つ
け
、
笑
い
門
松
を
作
り

ま
し
た
。

　
「
だ
ん
ご
さ
し
」は
、旧
歴
１
月
15
日
に「
み

ず
き
」
に
米
の
団
子
を
飾
り
、
五
穀
豊
穣
を

願
い
ま
す
。

　

短
冊
、
ま
い
玉
、
小
判
等
の
飾
り
付
け
を
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
子
ど
も
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
各
行
事
の
由
来
や
過
ご
し

方
を
は
じ
め
、環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
、

分
か
り
易
く
お
話
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

お
正
月
・
小
正
月
の
伝
統
行
事

・・・活動報告（令和４年４月～11月）・・・
●利用依頼件数…62件
●実際に協力できた件数…61件（回数にして289回）

●内　容　可燃ゴミ出し…281回、資源ゴミ出し…５回、
　　　　　粗大ゴミ出し…１回、庭手入れ…２回

※お手伝いできる範囲（1回15分程度の活動）を大きく超える
　ご相談は、お受けできませんでした。

（後列左より）ご指導いただいた方々：安斎さん、蓮沼さん、佐藤さん、吉田さん、岡﨑さん　　　　　　　

※うち４件は毎週定期的にゴミ出しの活動

12/24 開催 手作りの「笑い門松」の前でポーズ !

松や南天の実などの飾りつけ 大きな「みずき」へだんごさし

1/14 開催 ミニ「だんごさし」を持ってポーズ！
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12
月
１
～
22
日
（
毎
週
木
曜
日
）
の
全
４

回
、
夜
間
（
19
～
20
時
）
に
開
催
し
、
20
～

50
代
の
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、yogatoco
主
宰 

ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
谷
恵
さ
ん
で
す
。　

　

初
心
者
も
取
り
組
め
る
呼
吸
法
を
は
じ

め
、
太
陽
礼
拝
の
基
本
的
な
ア
ー
サ
ナ
（
ポ

ー
ズ
）
や
、
バ
ラ
ン
ス
ポ
ー
ズ
等
も
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
」、「
体
の
ゆ
が
み
が
解
消
」、「
教

室
翌
日
は
心
地
良
い
」
な
ど
の
感
想
や
、「
次

年
度
も
開
催
」、「
夜
間
の
開
催
」
な
ど
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
、
高
評
価
を
い
た
だ
い
た
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、１
月
17
日
（
各
火
曜
日
）
に
、

宮
沢
賢
治
作
品
の
「
貝
の
火
」
を
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
貝
の
火
」（
２
）
で
は
、「
子
に
伝
わ
ら

な
い
親
の
心
配
」、「
破
局
へ
と
導
く
宝
珠
の

輝
き
」
な
ど
、
賢
治
の
描
く
不
安
や
豊
か
な

表
現
へ
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、「
貝

の
火
」（
３
）
で
は
、「
失
明
と
い
う
結
末
と

父
親
の
想
い
」、「
現
代
に
も
通
ず
る
内
容
」

な
ど
の
感
動
や
奥
深
さ
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
を
も
っ
て
髙
野
保
夫
先
生
の
講
座
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
新
た
な
テ
ー

マ
で
開
催
検
討
中
で
す
の
で
、
お
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

11
月
30
日
（
木
）、
12
月
７
日
（
水
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
、（
元
）
福
島
地
理
学
会

員
の
八
島
俊
雄
さ
ん
を
講
師
に
、
伊
達
盆
地

（
主
に
、
梁
川
、
保
原
地
区
）
を
巡
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
自
然
環
境
や
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
出

発
前
に
、
参
加
者
よ
り
「
伊
達
甚
句
」
の
曲

や
踊
り
を
披
露
い
た
だ
く
な
ど
、
思
い
掛
け

な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
島
講
師
の
車
中
等
で
の
ユ
ー
モ

ア
や
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
解
説
に
、
参
加
者

（
20
名
余
）
に
と
っ
て
、
笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
行
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
座
学
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
確
認
、
振
り
返
り
と
、
盆
地
形
成
の
変

遷
や
当
時
の
営
み
を
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
座
を
通
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
、
伊
達
盆
地
の
歩
み
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
よ
う
で
す
。

ぐ
る
っ
と
だ
て
Ⅱ　
　

伊
達
甚
句
”
に
唄
わ
れ
た
伊
達
盆
地
を
巡
る

宮
沢
賢
治
の
文
学
世
界
Ⅷ

ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
ド
ル
世
代
）呼吸法を教示する深谷講師（左下）と、アーサナの風景

傾聴する受講者の皆さんと、作品を解説する髙野先生（右下）

八
島
講
師(

車
中
説
明)

と
、
保
原
総
合
公
園
で
の
解
説
風
景

↓丁寧に解説する八島講師と、参加者の受講風景（２日目の座学）

　
　
　 “



　

１
月
19
日
（
木
）、
伊
達
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
の
菊
田
正
男
さ
ん
を
講
師
に
、

明
治
以
降
、
伊
達
町
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
々

や
、
当
時
の
時
代
背
景
な
ど
に
つ
い
て
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
等
に
よ
る
生
計
維
持
の
た
め
の

北
海
道
を
は
じ
め
、
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ペ
ル
ー
等
へ
の
海
外
移
住
、
そ
し
て
、

昭
和
時
代
の
国
策
と
し
て
満
州
移
民
ま
で
、

受
講
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

１
月
20
・
27
日
（
各
金
曜
日
）、
キ
ッ
コ
ー

ゲ
ン
醤
油
株
式
会
社
の
宍
戸
さ
ん
、
小
野
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
味
噌
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

仕
込
み
作
業
は
、
塩
と
麹
を
混
ぜ
、
水
を

加
え
な
が
ら
、蒸
し
た
大
豆
と
混
ぜ
合
わ
せ
、

樽
詰
め
し
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
水
や
塩
加
減

を
調
節
す
る
方
も
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
、自
宅
で
２
回
の
天
地
返
し
を
行
い
、

秋
頃
に
は
、
旨
味
や
甘
み
が
熟
成
さ
れ
た
お

い
し
い
味
噌
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

今
年
も
定
員
（
各
30
名
）
を
上
回
る
応
募

が
あ
り
、
大
好
評
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
（
水
）、
第
２
回
の
健
康
講
座

と
し
て
、「
体
と
脳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と
、

「
在
宅
介
護
へ
の
備
え
」
の
二
部
構
成
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
市
健
康
づ
く
り
講
座
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
、
ふ
く
し
ま
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

伊
藤
朋
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
フ
レ
イ
ル
や
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
を
、
イ
ス
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
楽
し
く
実
践
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
伊
達
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長 

大
友
た
つ
江
さ
ん
を
講
師
に
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
概
要
を
は
じ

め
、
在
宅
介
護
を
中
心
と
し
た
最
近
の
相
談

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
等
に
つ
い
て
気
軽
に
、
身
近
に
相
談

で
き
る
窓
口
と
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

認
識
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
す
。
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伊
達
西
地
区
健
康
講
座
Ⅱ　

～
介
護
予
防
と
在
宅
介
護
～

伊
達
町
の
移
民
略
史

味
噌
づ
く
り
教
室

う
っ
す
ら
と
す
じ
雲
の
び
る
秋
空
を
見
上
げ
る
よ
う
に
紅
バ
ラ
の
咲
く
（
み
き
こ
）

　
　
・
秋
空
の
描
写
が
い
い
。
ま
た
、
紅
バ
ラ
を
擬
人
化
し
た
と
こ
ろ
に
表
現
の
工
夫
が
あ
る
。

黄ゴ
ー
ル
ド金
よ
り
青
ブ
ル
ー
に
変
ず
る
免
許
証
ル
ー
ル
の
順
守
肝
に
銘
ず
る
（
か
ず
き
）

　
　
・
今
後
は
ル
ー
ル
の
順
守
を
決
意
す
る
と
い
う
下
の
句
に
作
者
の
人
柄
が
う
か
が
え
る
。

一
人
居
に
テ
レ
ビ
の
音
量
高
か
ら
む
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
外
ま
で
聞
こ
え
て
い
る
よ
」（
う
た
こ
）

　
　
・
孫
の
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
で
、
状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
味
わ
い
を
生
ん
で
い
る
。

や
さ
し
い
短
歌
教
室
歌
会
作
品
②　
（
藤
田
美
智
子
講
師
・
選
評
）

菊田講師（上）と、参加者の受講風景

←
仕
込
み
作
業
風

景
と
、
完
成
し
た

樽
詰
め
味
噌
↓

第２部「在宅介護への備え」の風景

第１部「体と脳のエクササイズ」の風景と、フレイルを説明する伊藤講師（右上）

説明される大友所長
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駅
東
町
内
会
は
、
聖
光
学
院
高
校
と
伊
達

中
央
交
流
館
間
に
あ
る
会
員
数
約
130
戸
の
町

内
会
で
す
。

　

平
成
元
年
の
駅
前
町
内
会
分
離
に
伴
う
新

設
の
町
内
会
で
す
。
会
員
数
の
増
大
に
伴
う

分
離
・
独
立
で
す
が
、
現
在
で
も
「
駅
前
四

町
内
会
連
絡
協
議
会
」
を
結
成
し
、
駅
前
集

会
所
の
管
理
・
運
営
、
住
民
福
祉
会
、
自
主

防
災
活
動
、
環
境
整
備
事
業
な
ど
協
力
し
合

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
外
か
ら
の
転
住
者
が
大
多
数
を
占
め

て
い
る
の
で
、町
内
会
活
動
の
主
目
的
は「
交

流
と
融
和
」
で
す
。

　

道
路
愛
護
デ
ー
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

な
ど
の
共
通
行
事
は
勿
論
の
こ
と
、
町
内
会

独
自
の
活
動
と
し
て
の
生
垣
の
消
毒
、
花
壇

の
整
備
、
レ
ク
リ
ェ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
新
年
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、会
員
同
士
の
交
流
・

融
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
安
全
、安
心
を
図
る
た
め
に
、

防
災
、
交
通
安
全
、
防
犯
な
ど
町
内
会
活
動

に
託
さ
れ
る
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

本
町
内
会
に
は
、
三
ヶ
所
の
公
園
お
よ
び

二
ヶ
所
の
花
壇
が
あ
り
ま
す
。
区
画
整
理
に

よ
っ
て
出
現
し
た
空
地
（
市
有
地
）
を
借
用

し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
花
の
植
え
付
け

（
夏
向
け
に
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

冬
向
け
に
パ
ン
ジ
ー
な
ど
約
２
０
０
本
）、

除
草
が
中
心
で
す
。
班
長
や
役
員
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
年
中
花
の
あ
る
環
境
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
花
壇
は
小
中
学
生
の

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
彼
女

ら
の
情
操
の
育
成
に
も
な
っ
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
象
徴
的
な
建
造
物
で
あ
っ
た

「
チ
ャ
ペ
ル
の
塔
」
が
撤
去
さ
れ
ま
す
。
共

同
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
住
民
結
集

の
象
徴
で
し
た
が
、
経
年
劣
化
、
三
度
の
地

震
被
害
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
住
民
の
不
安
も

高
ま
り
、
市
の
指
導
に
よ
っ
て
令
和
５
年
度

内
に
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
惜

し
む
声
も
大
き
い
で
す
が
、
跡
地
を
公
園
用

地
と
し
て
活
用
し
、
住
民
の
福
祉
活
動
に
寄

与
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

役
員
の
な
り
手
不
足
、
活
動
の
沈
滞
化
な

ど
、
町
内
会
活
動
の
課
題
は
他
の
町
内
会
と

共
通
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
会
員
の
動
向
は
、
変
化
し
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
に
は
、
町
内
で
７
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。
急
遽
規
約
に
出

産
祝
金
条
項
を
追
加
し
た
ほ
ど
で
す
。
ま
た

町
内
会
の
諸
活
動
に
、
若
い
人
の
意
見
が
出

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
階
層
の
住
民
の
意
見
を
丁
寧
に
吸
い
上

げ
る
努
力
が
従
前
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
駅
東
町
内
会
長　

鈴
木　

克
良
）

　

伊
達
中
央
交
流
館
に
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
挽
き
立
て
の
コ
ー

ヒ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
（
一
杯
100
円
に

て
）。
お
散
歩
中
の
休
憩
や
会
議
の
際
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
時
間
】
火
～
金
曜　

10
時
～
16
時

　

立
春
（
旧
正
月
）
も
過
ぎ
、
梅
に
鶯
の

季
節
も
間
近
だ
。

　

季
節
感
は
旧
暦
の
方
が
、
妙
に
生
活
に

合
致
し
て
い
る
し
、
伝
統
的
な
年
中
行
事

も
し
か
り
。
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
中

で
、
日
々
過
ご
し
て
い
る
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｐ
О
の
行
事
計
画
は
、
人
気

催
事
の
継
続
は
勿
論
の
こ
と
、
新
企
画
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。
多
数
の
会
員
の

参
加
を
望
み
た
い
。　
　
　
　
（
鈴
木
克
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
ご
用
意
し
て
ま
す

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

駅
東
町
内
会

二
．交
流
と
融
和
が
活
動
の
柱

三
．環
境
の
美
化

四
．チ
ャ
ペ
ル
の
塔
の
撤
去

一
．誕
生
し
て
35
年

五
．今
後
の
町
内
活
動

環境美化活動

レクリェーション

チャペルの塔


